


















































教育における外国語教育の指針、枠組みとして「Australian Language Level Guideline」（以
下「ALLガイドライン」）が発表された（２）。
９０年代に入ってからも労働党政権の下、言語教育政策が進んだ。シラバス、カリキュラムの
整備が進み、ALLガイドラインに基づく形で、「A Statement on Language other than Eng-








Australian Language and Literacy Policy」が発表されたが、これは学校教育の成果と経済発
展を結び付けることを目指したものであった。この流れを受け１９９４年に「Asian Languages
and Australia’s Economic Future」が答申報告書として発表され、さらにはその具体的な推進
















教育の基本方針として「National Statement for Language Education in Australian Schools―
National Plan for Language Education in Australian Schools ２００５―２００８」という国家声明書
が発表された。ここでは「すべての地域のすべての学校のすべての学生に質の高い言語教育
（Quality language education）が実現されることを目指す」と述べられている。また２００６年
には同じく国家声明書として「The National Statement for Engaging Young Australians with
Asia in Australian Schools」が発表され、ここでもアジア言語学習の継続的支援は表明されて
いる。同年には小学校における外国語教育に対して効果的で持続可能な外国語プログラムを実








２００５年発表の国家声明書「National Statement for Language Education in Australian Schools
―National Plan for Language Education in Australian Schools２００５―２００８」では外国語学習の
































３．Intercultural Language Teaching and Learning（ILTL）













づいて授業を行う際に配慮すべき「原則」として、Active construction, Making connection,






































































































Language Teaching and Learning in Practice（ILTLP）」というプロジェクトである。































































































































































（１）例えばニューサウスウェールズ州では「Quality teaching in NSW public schools: Discussion paper」とい
うものが２００３年に公立学校の全教師に配布された。また２００５年に教育省が発行した「National Statement
for Language Education in Australian Schools: National Plan for language Education in Australian

















（７）Intercultural Language Teaching（ILT／IcLT）, Intercultural Language Learning（ILL／IcLL）とも呼ばれ
る。
（８）前出の「National Statement for Language Education in Australian Schools―National Plan for Language

























（２１）国レベルでは１９９９年に発表され現在も続いている「The Adelaide Declaration on National goals for School-










ジェクトに先立ち２００５年には外国語教師としての成長の目安となるべく「Professional standards for ac-
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